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研究成果の概要 

本研究プロジェクト「二次元半導体・ヘテロ構造の量子光プラットフォームの構築と応用」では、1）

二次元半導体などでの量子欠陥による単一量子二準位系、2）二次元半導体ヘテロ構造でのモア

レ励起子による膨大な数の集積量子二準位系、に関する研究を進めており、具体的な研究項目

は以下の通りである。 

1) 高品質な二次元半導体・ヘテロ構造およびデバイス作製技術 

2) 二次元半導体・ヘテロ構造の量子光学現象の開拓 

3) 二次元半導体・ヘテロ構造の量子制御と量子光プラットフォーム構築 

 

当該研究年度は、本プロジェクトの初年度であり順調にテイクオフするため、サンプル作製、計

算手法、測定技術の開発と立ち上げを、各研究グループで行うとともに情報共有を綿密にかつス

ピード感をもって行う体制づくりを進めた。 

1)に関する研究として、二次元半導体やヘテロ構造作製において効率・高品質化を図るため、3

台のアーム、顕微鏡から構成される全自動機械剥離システム構築を進めた。実際に、ヘテロ構造

作製に必要となる、数 100 μm2 以上の比較的大きな面積の二次元半導体をハイスループットで作

製できることを示した。これにより、効率的かつ自動的に二次元半導体の作製が可能となりつつあ

り、ヘテロ構造作製なども有用であることを示した。 

次に 2),3)に対して、量子制御を基軸とした二次元半導体量子光プラットフォームの構築では、

二次元半導体ヘテロ構造におけるモアレ励起子に関するより詳細な情報を得ることが必要である。

本研究の前段階として、二次元半導体WSe2において、数 100 fsの時間スケールの励起子バレー

コヒーレンスを直接計測することに成功した。これは、これまでエネルギー領域での情報を介してし

か得られていなかった、量子コヒーレンスの一種であるバレーコヒーレンスを実時間で計測すること

に成功するなどの成果が得られた 1)。 
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